
（２）今後の課題と取り組み 
 

 これまでの運用実績 
 

 内訳 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 

寄
附
収
入 

一般寄附 0 312,000 2,078,505 1,787,147 736,963 938,543 

（個人分） 0 192,000 1,370,732 578,623 292,551 509,602 

（団体分） 0 120,000 707,773 1,208,524 444,412 428,941 

寄附金付自動販売機 0 22,606 177,717 356,762 317,761 227,320 

冠寄附 0 2,000,000 0 0 0 1,000,000 

熊本城マラソン 0 0 0 520,000 1,410,500 703,500 

市財源からの繰入 990,500 ― ― ― ― ― 

計 990,500 2,334,606 2,256,222 2,663,909 2,465,224 2,869,363 

助
成 

ステップ（分野） 790,500 1,293,956 2,272,302 1,391,000 1,540,000 1,594,000 

スタートアップ 200,000 300,000 479,000 300,000 360,000 400,000 

団体応援 0 0 150,000 45,000 0 ― 

計 990,500 1,593,956 2,901,302 1,736,000 1,900,000 1,994,000 

 ※寄附収入は、助成財源となる期間で集計したもの。（前々年 11月分～前年 10月分） 

 ※一般寄附のうち、100万円以上の大口寄附は、以下のとおり。 

   Ｈ26年度 1,000,000円（個人からの遺言による寄附（遺贈）） 

   Ｈ27年度 1,031,860円（団体解散に伴う残余財産の寄附） 

 

現状と課題 
 

  ・毎年 200万円以上の寄附収入を得ているが、冠寄附や熊本城マラソンによる寄附などの  

一時的かつ大口の寄附が全体の約５割を占めている。（寄附収入の不安定さ） 

   …安定した寄附収入の確保を進めていき、寄附額及び助成額の増額を図りたい。 

 

 取り組み 
 

  ○ 寄附金付自動販売機の設置拡大 

   小額から始めることができ、長期に亘って安定した寄附収入が得られる寄附金付自動 

販売機の設置台数を拡大していく。 

  （具体的な取り組み） 

   ・新規設置者、新規提携ベンダーの開拓 

 

※今後、効果的な事業実施に向けてのサポートや助成事業の広報に注力し、助成事業の活性化を

図ることで、当基金制度への理解や認知度を高めていく。 
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